
整理番号
■　総合計画（後期基本計画）

１　関連する個別計画

平成25年度～

平成29年度

２　施策目的

３　目標値など

（H17） （H20）

年間観光入込客数 200万人 H16 182万人 H20 176万人 H25 250万人 H26

年間宿泊客数 新規 － 46万人 H20 34万人 H25 70万人 H26

年間外国人宿泊客数 新規 － 1,382人 H20 1,303人 H25 5,000人 H26

年間観光入込客数 0 175万人 H23 176万人 H25 200万人 H29

年間宿泊客数 0 35万人 H23 34万人 H25 45万人 H29

年間外国人宿泊客数 0 905人 H23 1,303人 H25 5,000人 H29

# 45 # # # # # # # # # # # # #

４　構成事務事業・評価結果一覧

1

2

3

4

5

6

7

8

9

10

11

12

1

2

目標

年度 年度 （現状） 年度 （H26） 年度

目標
年度 （現状） 年度 年度

現状維
持

単費 ○

A
現状維

持

A

個性魅力 4

現状維
持

総合
計画

めざす目標 指標名
総合計画作成時 後期基本計画作成時 直近年度実績値

観光立市の実現をめざします

1 「極上のふるさと観光づくり」の実現

2 地域資源の保全と活用

3 歴史文化の保全と活用

6 健康志向に対応した観光の推進

1 「極上のふるさと観光づくり」の実現

4

1
本市のもつ豊富な自然、文化、産業などを観光資
源として有効に活用する必要がある

自然、文化、産業など地域の豊富な観光資源をよ
り一層有効に活用する

観光を始め各分野の事業者や市民の皆さんととも
にかけがえのないふるさとを守り育てる観光の実
現

2

世界認定された山陰海岸ジオパークのエリア内に
ある本市は、古くから人々の生活の場となってい
て、多彩な自然を背景とした人々の暮らしなどの
特徴を活かし、地域のジオツーリズムを通じた自
然遺産の保全と活用による地域活性化が必要で
ある

ジオパーク活動を盛り上げるとともに体験型観光
やジオツアーを推進する

世界認定「山陰海岸ジオパーク～京丹後市～」の
市内外への周知と誘客を図る

8 情報発信の強化

9 交流の機会作り

施策評価調書（内部評価結果）
6

政策名 Ⅰ 交流経済都市 所管部局 所管部局長の氏名

優先
順位

現状においてどのような問題や課題があって
（何のために）

『何を対象に』、『どのようなことを行うことで（又は
どのような手段で）』

どのような状態にしたいのか 関連する施策方針

第２次京丹後市観光振興計画
第1次計画の検証と見直しを行うことにより、これらの諸課題について対応し、観光立市の実現を目指すべく第2次計画を策
定。市、観光関係団体、観光事業者、市民などが観光立市の実現という共通の目標に向かって、それぞれの立場で取り組
むものとして位置づけ。

平成25年6月

商工観光部 新井 清宏

個別計画名称 計画概要 計画年次 計画期間 備考

施策名 ⑤ 観光の振興
企画総務部 木村 嘉充

市民部 石嶋 政博

個別
計画

個別計画名称 指標名 説明・備考 計画策定時
直近年度実績値

第2次京丹後市観光振興計画

今後の
方向性事業内容（実績） 担当課 （一般財源） 数値 説明

事業
種別

対象
実施
手法

関与必要性 施策
目的

施 策
貢献度

施策方針

予算額（単位：千円） 事務事業の概要 施策評価結果

H26予算額 根拠
法令

財政
負担

観光協会等支援事業

単独
事業

京都府及び5市2町が連携して「海の京都」を推進、地域が主導する「海の京都」京丹後市ﾏｽﾀｰﾌﾟﾗﾝ事業の支援 (13,742)
平成26年度新規事業

観光振興課 -             13,742     海の京都推進事業1　「極上のふるさと
観光づくり」の実現

事務事業 H25決算額

観光振興計画推進事業

A
市観光協会の諸活動を支援するため補助金を交付 (34,833)

サー
ビス

団体 補 3 個性魅力 1,2,3
観光振興課 31,098     34,833     市規

定

観光振興計画推進事業【明許繰越】

A
現状維

持観光推進体制の強化を図るため、人材育成ｲﾉﾍﾞｰｼｮﾝ研修を実施（5回） (5,303)
内部
管理

－ － － －
1,2,3

,4
観光振興課 2,549       5,303       市規

定
単費 ○

28,394     20,990     ｼﾞｵﾊﾟｰｸ推進事業

A
現状維

持第2次京丹後市観光振興計画を作成（500部） -
内部
管理

－ － － －
1,2,3

,4
観光振興課 218          -             市規

定
単費 ○

現状維
持(15,665)

ｽﾎﾟｰﾂ観光・交流課 18,115     日本一の砂浜海岸づくり推進事業

平成25年度は、「ｼﾞｵﾊﾟｰｸ推進事業」で実施

かぶと山園地整備事業

平成25年度は、「ｼﾞｵﾊﾟｰｸ推進事業」で実施

なし 単費
1,2,3

,4
A

観光の魅力づくり推進事業

現状維
持-

○
サー
ビス

他 直・委・負 3 個性魅力

観光振興課 22,900     

現状維
持山陰海岸ｼﾞｵﾊﾟｰｸ推進のため、協議会への負担金交付、拠点施設等整備や普及啓発等を実施 (9,990)

観光振興課

あじわいの郷支援事業

A
現状維

持温泉源の維持管理等、観光地づくりに有益な事業に対し補助金を交付(13事業) (111)
サー
ビス

団体 直・補 2
特定サー

ビス
1,4

観光振興課 43,436     30,111     市規
定

単費 ○

水難対策事業

A
現状維

持丹後あじわいの郷の運営管理、ｲﾍﾞﾝﾄ開催支援 (28,911)
サー
ビス

事業
者

直・負 3 個性魅力 1
観光振興課 28,908     28,911     

なし 単費 ○

A
現状維

持全海水浴場(16海水浴場、17連絡所)への連絡員設置(計72人) (14,089)
サー
ビス

他 直・委 2
特定サー

ビス
4

ｽﾎﾟｰﾂ観光・交流課 12,130     14,089     
なし 単費 ○

(16,532)
維持
管理

他 直・委 3
ｽﾎﾟｰﾂ観光・交流課 85,296     272,790    市規

定
単費 ○

観光振興団体へ負担金を拠出、観光振興のための事務経費 (176)
サー
ビス

団体 直・負 1 該当なし 1
ｽﾎﾟｰﾂ観光・交流課 665          176          

なし 単費 ○
観光振興一般経費

A
現状維

持

観光等施設一般経費

指定管理施設大規模改修事業

観光関連の指定管理施設における改修経費

平成25年度事業の一部を繰り越しして実施する事業 (12,053)
平成25年度事業の一部を繰り越しして実施する事業

ｽﾎﾟｰﾂ観光・交流課 -             138,814    指定管理施設大規模改修事業【明許繰越】

観光等施設(41施設)の清掃や草刈りなどの維持管理 (10,734)

ｽﾎﾟｰﾂ観光・交流課 12,202     

A
現状維

持山陰海岸国立公園、丹後天橋立大江山国定公園内の府公園施設維持管理 (4,375)
維持
管理

他 直・委・負 3 個性魅力 1,4
観光振興課 11,786     13,145     国規

定
府・
一部

-
自然公園管理事業2　地域資源の保全

と活用

A
現状維

持海水浴場等の観光関連施設(便所、休憩所等）の清掃、施設修繕などの維持管理、海岸漂着ｺﾞﾐの撤去 (8,153)
維持
管理

他 直・委 3 個性魅力 1,4
ｽﾎﾟｰﾂ観光・交流課 18,432     8,153       

なし 単費 ○
海浜等施設管理事業

維持
管理

他 直・委 3 個性魅力 4
13,032     

なし
府・
一部

含む

他施策（歴史文化遺産の保全と活用）内の主に施策方針1番（歴史資料館のネットワー
ク）と2番（丹後王国の歴史文化の保存・発信））と3番（文化財の保全と活用）を構成する
事業により実施

3　歴史文化の保全
と活用

観光協会等支援事業やｼﾞｵﾊﾟｰｸ推進事業の中で、観光資源のﾈｯﾄﾜｰｸ化を図っている

観光資源のネットワーク

7 環境先進地としてのエコツーリズムの推進

8 情報発信の強化

3
夏の海水浴、冬のカニだけに頼らない、新たな魅
力づくりによる観光客誘致が必要である

観光協会等関連団体と連携し、教育・合宿旅行の
誘致・インバウンド事業の推進・イベント等を実施
し、観光誘客を図る

宿泊客の増加と京丹後ファンの拡大を図る

1 「極上のふるさと観光づくり」の実現

5 四季型滞在観光の推進

9 交流の機会作り

4
市の温泉宿泊施設をはじめ、トイレ、休憩所などの
施設整備を進め、観光客にとって気持ちの良い観
光地づくりを進める必要がある

海浜施設等観光地としての整備を進めるとともに、
観光施設の適切な管理運営を行う

快適で魅力的な観光地づくりの推進

1 「極上のふるさと観光づくり」の実現

2 地域資源の保全と活用

4　観光資源のネット
ワーク

ＤＯ ＣＨＥＣＫ 
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1

2

1

8　情報発信の強化 1

2

3

4

9　交流の機会作り 1

2

3

4

5

1

2

※　1-5と9-3の事務事業は、平成26年度当初予算において分割されていることから、H26予算額及び

今後の方向性（施策評価）欄を分割して表示しています。

５．歳出抑制の考え方について

A
現状維

持

6　健康志向に対応
した観光の推進

事務事業 H25決算額 H26予算額 根拠
法令

財政
負担

単独
事業事業内容（実績） 担当課 （一般財源） 数値 説明

施策方針

予算額（単位：千円） 事務事業の概要 施策評価結果

関与必要性 施策
目的

施 策
貢献度

今後の
方向性

5　四季型滞在観光
の推進

A
現状維

持

(2,000)
サー
ビス

団体 補 2
特定サー

ビス
3

ｽﾎﾟｰﾂ観光・交流課 2,000       2,000       市規
定

単費 ○

A
現状維

持

事業
種別

A
現状維

持市観光協会と協働でブース出展とPR活動を実施(台湾高雄国際旅展) (298)
サー
ビス

事業
者

直 3 個性魅力 3
観光振興課 379          298          

なし 単費 ○
ｲﾝﾊﾞｳﾝﾄﾞ推進事業

交流人口拡大に寄与する大会に対し、宿泊人数に応じ補助金を交付(14大会、宿泊者5,000人)

観光業等活性化推進事業補助金

A
現状維

持ツリーハウスの保守点検及び管理運営(利用者数383人) (758)
維持
管理

他 直・委 3 個性魅力 1
企画政策課 503          758          

なし 単費 ○

A
現状維

持各種広報、ｲﾍﾞﾝﾄ開催、広域団体との連携によるPR活動、加盟団体への負担金 (3,594)
サー
ビス

他 直・負 3 個性魅力 2
観光振興課 10,215     3,594       

なし 単費 ○
観光宣伝活動事業

A
現状維

持観光ｻｲﾝの維持管理、第2次観光ｻｲﾝ整備計画に基づき観光ｻｲﾝを新設(2基) (1,878)
維持
管理

他 直・委 3 個性魅力 4
観光振興課 2,579       2,064       

なし 単費 ○
観光ｻｲﾝ整備管理事業

ｽﾎﾟｰﾂ広報紙「京たんごｽﾎﾟｰﾂ」の発行（4回、各23,000部） (5,889)
サー
ビス

市民 直・委 3 個性魅力 3
ｽﾎﾟｰﾂ観光・交流課 3,210       5,889       

なし 単費 ○

ﾌｨﾙﾑｺﾐｯｼｮﾝを設立、ｼﾞｬﾊﾟﾝ・ﾌｨﾙﾑｺﾐｯｼｮﾝに加盟、誘致活動を実施 (1,429)
サー
ビス

団体 直 3 個性魅力 2,4
観光振興課 1,162       1,429       

なし 単費 ○
ﾌｨﾙﾑｺﾐｯｼｮﾝ推進事業

2
特定サー

ビス
3

観光振興課 696          635          
なし 単費 ○

教育旅行等誘致促進事業

ｽﾎﾟｰﾂのまちづくり情報発信事業

A
現状維

持府内市町村職員による駅伝大会の運営経費(参加ﾁｰﾑ数：63ﾁｰﾑ、市内宿泊者数621人) (299)
サー
ビス

他 直 2
特定サー

ビス
3

丹後市民局 526          649          
なし 他 含む

丹後半島駅伝大会開催事業

拡大
「歴史街道丹後100kmｳﾙﾄﾗﾏﾗｿﾝ」等ｽﾎﾟｰﾂｲﾍﾞﾝﾄの開催支援 (8,240)

ｽﾎﾟｰﾂ観光・交流課 9,324       11,140     ｽﾎﾟｰﾂｲﾍﾞﾝﾄ推進事業

拡大
(1,182)

団体 直・補 3 個性魅力
ｽﾎﾟｰﾂ観光・交流課 1,182       

補 3 個性魅力 3
ｽﾎﾟｰﾂ観光・交流課 8,056       8,410       

なし 単費 ○
地域活性化支援事業

観光関連施設を指定管理者制度により管理運営(32施設16ｸﾞﾙｰﾌﾟ、利用者数630,331人) (92,959)
維持
管理

他 指
指定管理施設運営事業

教育旅行誘致のため、学校・旅行社を訪問しPR強化(訪問実績:12大学、3団体)

地域活性化・観光振興に寄与するｲﾍﾞﾝﾄに補助金を交付(飛天、やさか納涼祭ほか4ｲﾍﾞﾝﾄ)

620千円

一般財源抑制見込額
（単位：千円）

補完・代替措置などがある場合は、その内容

1 指定管理施設の移譲・廃止を進め事業費を縮減する。 50,367千円

計
407,668    778,839    

(298,238)

施策における歳出抑
制の考え方

No.
歳出抑制の考え方

（平成27～29年度までの3か年で取り組む歳出抑制）

2 網野山村体験交流センターせせらぎを移譲して事業費を縮減する。

A
現状維

持

対象
実施
手法

(635)
サー
ビス

団体 直

A 縮小3 個性魅力 4
ｽﾎﾟｰﾂ観光・交流課 93,904     

丹後半島ﾗﾘｰ開催支援事業

平成25年度は、「ｽﾎﾟｰﾂｲﾍﾞﾝﾄ推進事業」で実施

なし 単費 ○
サー
ビス

105,687    市規
定

単費 ○

A 縮小
(4,410)

サー
ビス

団体

3 A

7　環境先進地としての
エコツーリズムの推進

ジオパーク推進事業でガイド養成やジオトレッキングを実施

森の全国交流拠点管理運営事業

ＡＣＴ 
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01

Ⅰ ⑤

① ②

○観光協会活動補助金 28,729千円

【事業費 　19,492千円】

広告宣伝事業（関西・中部エリア誘客宣伝、ニーズリサーチ等） 2,669千円

誘客イベント事業（顧客誘致戦略プロジェクトによる事業推進等）1,501千円

支部活動費 5,000千円

インバウンド推進事業（高雄国際旅行博出展、台湾・タイ営業等）2,353千円

観光情報センター事業（人件費、管理費） 7,533千円

オープンカレッジ研修費 336千円

行事費（海開き） 100千円

【人件費 　8,122千円】

観光協会職員の給与、法定福利費等 8,122千円

※正職員2人（本部2人）、臨時職員4人（本部1人、支部3人）

【事務所経費 　1,115千円】

事務所賃借料、光熱水費、通信費等 1,115千円

○広域誘客活動事業補助金 2,369千円

パンフレット増刷（3種類　計305,000部） 1,561千円

観光ポスター作成（3種類　計1,300枚）・掲出料等 708千円

インターネット広告料（ヤフージャパン） 100千円

予 算 科 目 07商工費 01商工費 04観光振興費 01観光協会等支援事業

（参考）当初予算額

細 事 業 名 観光協会等支援事業 決算書 Ｐ.248

総 合 計 画 基本方針 交流経済都市 計画項目 観光の振興

決 算 額 最 終 予 算 額 不 用 額 (②－①) 執 行 率

31,098千円 32,839千円 1,741千円 94.6 % 32,839千円

目
的

　京丹後市観光協会の活動を支援し、京丹後市の観光について総合的な振興を図り、地域一
体となった観光を推進する。

主
要
な
事
務
・
事
業
及
び
成
果
の
概
要

主
な
財
源

　観光について総合的な振興を図り、地域一体となった観光を推進するため、京丹後市観光
協会の活動を支援するとともに、本部及び支部による活動事業、インバウンド等観光宣伝・
誘客事業の強化を図った。また、観光情報センターにおけるワンストップ窓口としての情報
発信を支援した。

事 業 所 管 課 商工観光部／観光振興課

評
価
・
課
題
等

○活動を支援することで、事業計画に基づき、概ね順調に事業が実施され、観光の総合的な振興
が図られ、地域と一体となった観光が推進された。
○平成25年10月に観光情報センターを開設。情報の集中化とワンストップ対応により、さらな
る観光推進につながった。
○法人化に伴う旅行業の取得により、旅行商品の造成・販売などさらなる効率的な組織運営と効
果的な誘客活動を推進していく必要がある。

- 3 -



03

Ⅰ ⑤

① ②

○人材育成イノベーション研修業務委託 2,499千円

研修業務委託先：株式会社リクルートライフスタイル

研修対象職員：商工観光部13人、観光協会1人、商工会1人　　　計 15人

研修期間：平成25年10月～平成26年3月（5回開催）

研修内容：テーマ「変革チームの関係性づくり」

　　　　　チームの関係性づくりの知識習得、実際にチームをつくり職場での実践

○政策企画委員報酬（半期分） 50千円

氏名：竹中　功　氏

所属：株式会社よしもとクリエイティブ・エージェンシー専務取締役

委嘱期間：平成25年10月1日～平成26年3月31日

予 算 科 目 07商工費 01商工費 04観光振興費 04観光のまちづくり推進事業

（参考）当初予算額

細 事 業 名 観光振興計画推進事業 決算書 Ｐ.252

総 合 計 画 基本方針 交流経済都市 計画項目 観光の振興

決 算 額 最 終 予 算 額 不 用 額 (②－①) 執 行 率

2,549千円 2,550千円 1千円 99.9 % 478千円

目
的

　人材育成研修を実施し、観光推進体制の強化を図る。また、政策企画委員を配置し、観光
振興及び地域の活性化を進める。

主
要
な
事
務
・
事
業
及
び
成
果
の
概
要

主
な
財
源

　商工観光部の職員を中心に、やる気を引き出し主体的に動く人材育成、観光推進体制の強
化を目的に人材育成イノベーション研修を実施した。

事 業 所 管 課 商工観光部／観光振興課

評
価
・
課
題
等

○職員研修では、人間関係の質を高めることによる「チームの関係性づくり」を目指し取り組む
ことができた。
○平成25年11月設立の「京丹後フィルムコミッション」の顧問として、他市町の活動や映画業
界の動き、本市での取り組みの方向性など効果的な助言をいただくことができた。

- 4 -



03

Ⅰ ⑤

① ②

平成25年6月議会で承認いただいた第2次京丹後市観光振興計画の印刷製本を行った。

○第2次京丹後市観光振興計画印刷製本費 218千円

500部

事 業 所 管 課 商工観光部／観光振興課

評
価
・
課
題
等

　第2次京丹後市観光振興計画の印刷製本を行い、関係機関等に配付し内容の共有を図ることが
できた。

目
的

　観光立市の実現に向けて、第2次京丹後市観光振興計画のアクションプランを推進する。

主
要
な
事
務
・
事
業
及
び
成
果
の
概
要

主
な
財
源

（参考）繰越予算額

218千円 355千円 137千円 61.4 % 355千円

決 算 額 最 終 予 算 額 不 用 額 (②－①) 執 行 率

総 合 計 画 基本方針 交流経済都市 計画項目 観光の振興

細 事 業 名 観光振興計画推進事業（繰越） 決算書 Ｐ.254

予 算 科 目 07商工費 01商工費 04観光振興費 04観光のまちづくり推進事業

- 5 -
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Ⅰ ⑤

① ②

【京丹後市ジオパークネットワーク推進会】

○京丹後市ジオパークネットワーク推進会委員謝金及び費用弁償

平成25年5月20日開催

【ジオサイト・拠点施設等整備】

○拠点施設管理運営（道の駅てんきてんき丹後内）

○ジオパーク拠点施設展示物作成（拠点施設内設置）

○モデルコース案内看板設置（琴引浜コース、かぶと山コース）

【山陰海岸ジオパーク普及啓発等】

○ジオパーク宝探しイベント開催（613組参加）

平成25年10月25日～12月25日開催

○在住外国人ジオパーク推進事業（8か国・延べ100人参加）

日本語教室、語学講座、ジオパークガイド養成ツアー

○ジオトレッキング（5回・延べ58人参加）

○ジオガイド養成講座（3日間・延べ60人受講）

平成26年2月12日、25日、3月11日開催

○小学校理科体験授業「大地の学習」（市内25校実施）

○写真コンクール入賞作品現像

※入賞作品の巡回展示は平成26年度で実施

○普及啓発用消耗品費等

○印刷製本費（パンフレット、小学校学習冊子等）

○新聞、旅行情報誌等広告料

【各種大会等参加負担金】

○山陰海岸ジオパーク推進協議会負担金

○山陰海岸国立公園50周年記念事業負担金

平成25年6月30日～9月7日開催

○第3回APGN済州シンポジウム大会参加登録料

韓国済州島（平成25年9月7日～13日開催）

細 事 業 名 ｼﾞｵﾊﾟｰｸ推進事業 決算書 Ｐ.252

予 算 科 目 07商工費 01商工費 04観光振興費 04観光のまちづくり推進事業

総 合 計 画 基本方針 交流経済都市 計画項目 観光の振興

決 算 額 最 終 予 算 額 不 用 額 (②－①) 執 行 率 （参考）当初予算額

目
的

　世界認定を受けた山陰海岸ジオパークの保全と活用を図り、ジオパークによる観光のまち
づくり、また、年中にぎわう日本一の砂浜海岸づくりを推進する。

33千円

33千円

28,394千円 28,497千円 103千円 99.6 % 27,138千円

33千円

490千円

6,694千円

3,598千円

1,693千円

事 業 所 管 課

主
要
な
事
務
・
事
業
及
び
成
果
の
概
要

446千円

500千円

2,657千円

164千円

26千円

商工観光部／観光振興課

2,847千円

1,403千円

6,701千円

3,154千円

1,692千円

34千円

253千円

99千円

- 6 -
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Ⅰ ⑤

① ②

【日本一の砂浜海岸づくり】

○講演会

平成25年12月3日開催

講師：NPO法人日本ビーチ文化振興協会 理事長　朝日健太郎 氏

○ビーチ一斉クリーン作戦（参加ボランティア：705人）

平成25年6月30日開催

場所：市内16海水浴場、葛野～箱石、立岩東浜

○遊歩道・サイクリングロード基本計画策定業務

小天橋海岸～浜詰海岸

【かぶと山整備】

○かぶと山整備促進協議会活動経費

構成団体等：久美浜一区、甲山区、神崎区など

○かぶと山園地測量業務

展望台への進入路及び駐車場整備に係る測量業務

○かぶと山園地基本計画調査業務

展望台の更新に伴い、進入路、駐車場、遊歩道などの整備を含めた全体基本計画

【ウォーターフロント協会】

○一般社団法人ウォーターフロント協会年会費

細 事 業 名 ｼﾞｵﾊﾟｰｸ推進事業 決算書 Ｐ.252

予 算 科 目 07商工費 01商工費 04観光振興費 04観光のまちづくり推進事業

総 合 計 画 基本方針 交流経済都市 計画項目

（参考）当初予算額

観光の振興

決 算 額 最 終 予 算 額 不 用 額 (②－①) 執 行 率

主
要
な
事
務
・
事
業
及
び
成
果
の
概
要

28,394千円 28,497千円 103千円 99.6 %

5,696千円

320千円

27,138千円

7,667千円

府補

2,856千円

2,520千円

6,373千円

483千円

5,781千円

109千円

50千円

50千円

商工観光部／観光振興課事 業 所 管 課

評
価
・
課
題
等

○拠点施設において、市民及び観光客への充実した情報と学習機会の提供ができた。
○宝探しイベント実施により、楽しく周遊しながら本市の魅力を体感する機会の提供ができた。
○ビーチ一斉クリーン作戦や講演会の実施、啓発物の作成・配布等により、市民一体となった日
本一の砂浜海岸づくりに向けた保全、学習機会の提供ができた。
○かぶと山園地基本計画の策定やそれを基にした地元学習会により、整備に向けた検討が図られ
た。

主
な
財
源

未来づくり交付金（ｼﾞｵﾊﾟｰｸ推進事業）

繰入金

5,000千円

観光ｲﾝﾌﾗ整備等促進実行調整費基金繰入金

- 7 -
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Ⅰ ⑤

① ②

○観光の魅力づくり推進事業補助金 43,405千円 （単位：千円）

○観光インフラ整備等基金調整会議費（委員16人）

報償金　 4,000円×7人（1回開催） 28千円

費用弁償 3千円

予 算 科 目 07商工費 01商工費 04観光振興費 05観光の魅力づくり推進事業

細 事 業 名 観光の魅力づくり推進事業

43,436千円 43,516千円 80千円 99.8 % 10,111千円

総 合 計 画 基本方針

決算書 Ｐ.254

交流経済都市

小天橋海岸　トラクター修理 174 157

目
的

　観光の魅力づくりに寄与する事業に対して補助金を交付し、本市の美しい自然や景観、歴
史、文化、産業等豊かな資源を活かした個性ある観光地づくりを推進する。

主
要
な
事
務
・
事
業
及
び
成
果
の
概
要

　山陰海岸ジオパークの恵みである豊富な観光資源を活用した魅力ある観光地づくりを推進
するため、観光インフラ整備等促進実行調整費基金を活用し補助金を交付した。

高嶋海岸　清掃美化機器格納庫整備 5,900 5,310

計画項目 観光の振興

決 算 額 最 終 予 算 額 不 用 額 (②－①) 執 行 率 （参考）当初予算額

久美浜カンツリー温泉　貯湯槽修繕他

丹後神野温泉　水中ポンプ交換・送湯設備改修他

八丁浜小浜温泉　送水ポンプ修繕他

夕日ヶ浦温泉　水中ポンプ交換・予備ポンプ購入

鳴き砂温泉　水中ポンプ交換・予備ポンプ購入

京丹後温泉　水中ポンプ制御盤交換

長者の湯　水中ポンプ交換

浅茂川浦島温泉　水中ポンプ交換

環境保全整備事業（海岸清掃機器等の購入、修理）

事　業　名 事業費 補助金

2,207 1,986

41,198 30,115温泉源掘削、維持管理及び配湯施設整備事業

浜詰温泉　水中ポンプ交換・送湯設備改修他

5,187 4,668

3,087

6,227 5,000

15,610 8,383

3,592 3,232

2,776

306 275

3,260 2,934

1,722 861

14,767 13,290

4,893 4,403

31千円

浜詰海岸　油圧式ミニショベル購入

丹後町海岸　キャリー購入、修理 3,800 3,420

評
価
・
課
題
等

　温泉の泉源維持管理等観光地づくりに有益な事業に対して支援を行い、観光の魅力づくりを推
進することができた。

事 業 所 管 課 商工観光部／観光振興課

主
な
財
源

繰入金 観光ｲﾝﾌﾗ整備等促進実行調整費基金繰入金 43,405千円
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Ⅰ ⑤

① ②

○あじわいの郷運営費負担金

○火災保険料（展望台・昆虫館・売店）

○土地借上料（臨時駐車場等：弥栄町鳥取地内）

（利用状況）

予 算 科 目 07商工費 01商工費 04観光振興費 08あじわいの郷支援事業

（参考）当初予算額

細 事 業 名 あじわいの郷支援事業 決算書 Ｐ.254

総 合 計 画 基本方針 交流経済都市 計画項目 観光の振興

決 算 額 最 終 予 算 額 不 用 額 (②－①) 執 行 率

28,908千円 28,911千円 3千円 99.9 % 28,911千円

目
的

　丹後あじわいの郷の運営及び各種イベントの開催を支援し、丹後あじわいの郷の利用促進
を図る。

主
要
な
事
務
・
事
業
及
び
成
果
の
概
要

28,640千円

内　訳 金　額

財団運営人件費等負担分 4,600千円

施設維持管理費負担分 2,800千円

あじわいの郷運営費負担分 21,240千円

13千円

255千円

平成23年度 107,832 人

平成24年度 109,121 人

平成25年度 109,242 人

主
な
財
源

事 業 所 管 課 商工観光部／観光振興課

評
価
・
課
題
等

　月例祭の開催などの各種事業により、入園者数は昨年度実績を上回ることができたが、今後さ
らに多くの方に来場していただくため、引き続き魅力的な施設運営を検討する必要がある。
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Ⅰ ⑤

① ②

○需用費 連絡所消耗品、医薬品 1,196千円

啓発ポスター印刷 35千円

○役務費 連絡所仮設電話料金、クリーニング代等 178千円

○委託料 海水浴場放送設備設置委託料 334千円

連絡員業務委託料 9,874千円

・ 京丹後市観光協会（丹後町、久美浜町各海水浴場） 6,674千円

・ (株)技研サービス（浅茂川海水浴場） 533千円

・ 小浜観光協会（小浜海水浴場） 533千円

・ 掛津区（掛津海水浴場） 533千円

・ 遊区（遊海水浴場） 533千円

・ 浜詰区（浜詰海水浴場） 1,068千円

水難啓発救助委託料（マリンレスキュー網野） 80千円

○使用料及び賃借料

連絡所用コンテナハウス借上料（6棟） 301千円

○備品購入費

スピーカー5台、マイク1本、トランシーバー2個 132千円

細 事 業 名 水難対策事業 決算書 Ｐ.250

予 算 科 目 07商工費 01商工費 04観光振興費 03水難対策事業

総 合 計 画 基本方針 交流経済都市 計画項目

　救急時の連絡体制の整備や救命機器を備え、海水浴場の安全性を高める。

12,130千円

（参考）当初予算額

観光の振興

12,103千円

執 行 率

99.9 %

決 算 額

7千円

最 終 予 算 額

12,137千円

(②－①)不 用 額

事 業 所 管 課 商工観光部／スポーツ観光･交流課

目
的

主
要
な
事
務
・
事
業
及
び
成
果
の
概
要

　本市観光の柱の一つである夏季海水浴による誘客を促進するため、全海水浴場（16海水
浴場、17連絡所）へ連絡員（計72人）を設置するとともに、AEDを配備するなど、遊泳者
に安心して利用していただける環境を提供した。

　連絡体制及び救急備品等の整備により、遊泳客に安心安全な海水浴場を提供することができ、
観光振興に資することができた。

評
価
・
課
題
等

4,000千円

647千円
主
な
財
源

府補 未来づくり交付金（水難対策事業）

繰入金 観光ｲﾝﾌﾗ整備等促進実行調整費基金繰入金

- 10 -



01

Ⅰ ⑤

① ②

○事務費 千円

　・賃金 千円

ウルトラマラソンWC事務補助臨時職員（1人、11月～3月）

　・普通旅費 千円

　・事務消耗品 千円

　・有料道路通行料等 千円

○協議会等加盟団体負担金 千円

　・歴史街道推進協議会 千円

　・国民保養温泉地協議会負担金 千円

　・近畿道の駅連絡会会費 千円

目
的

　各種団体への加盟に伴う負担金拠出などにより観光の振興を図る。

主
要
な
事
務
・
事
業
及
び
成
果
の
概
要

事 業 所 管 課 商工観光部／スポーツ観光･交流課

評
価
・
課
題
等

　各種加盟団体が作成したパンフレット、市ホームページの活用を通じて本市のPRを図るとと
もに加盟団体からの情報提供により観光振興に資することができた。

主
な
財
源

490

62

23

34

371

100

45

30

175

665千円 669千円 4千円 99.4 % 361千円

執 行 率

総 合 計 画 基本方針 交流経済都市 計画項目 観光の振興

（参考）当初予算額決 算 額 最 終 予 算 額 不 用 額 (②－①)

細 事 業 名 観光振興一般経費 決算書 Ｐ.256

予 算 科 目 07商工費 01商工費 04観光振興費 50観光振興一般経費
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02

Ⅰ ⑤

① ②

○需用費（修繕料）

風蘭の館畳入替、ガス給湯器改修

奥山自然たいけん公園施設・設備修繕

高嶋オートキャンプ場給水・電気設備修繕

京丹後市オートキャンプ場敷地修繕

道の駅てんきてんき丹後両開き戸改良

スイス村関連施設水道・電気設備修繕

はしうど荘温泉設備修繕

豪商稲葉本家蔵白壁修繕

山村体験交流施設テラス修繕

よし野の里ボイラー等修繕

○委託料

碇高原ステーキハウスエアコン改修工事設計業務

はしうど荘エアコン取替工事設計業務

よし野の里浴槽改修工事設計・工事監理業務

はしうど荘改修工事設計業務

○工事請負費

静の里空調設備工事

はしうど荘エアコン取替工事

よし野の里浴槽改修工事

よし野の里落雷による設備緊急修繕工事

スイス村第1リフト搬器握索機交換工事

風蘭の館屋外時計撤去工事

碇高原ステーキハウスエアコン改修工事

6,049千円

36千円

1,291千円

事 業 所 管 課 商工観光部／スポーツ観光･交流課

主
要
な
事
務
・
事
業
及
び
成
果
の
概
要

15,546千円

1,827千円

1,147千円

525千円

17,021千円

4,358千円

1,585千円

2,614千円

1,088千円

目
的

　計画的に施設の修繕・改修を実施することで、適切な維持管理を進める。

　観光関連の指定管理施設について必要な改修・修繕を実施し、施設利用者の安全性の確保
と利便性・快適性の維持を図った。また、積極的な市内産木材の利用を図り、市内森林整備
を促進するため、公共温泉施設である浅茂川温泉静の里に木質ボイラーを導入した。

3,164千円

336千円

315千円

3,675千円

4,494千円

168千円

798千円

464千円

4,803千円

1,983千円

336千円

499千円

予 算 科 目 07商工費 01商工費 05観光等施設費 03観光等施設指定管理運営事業

総 合 計 画 基本方針 交流経済都市 計画項目 観光の振興

細 事 業 名 指定管理施設大規模改修事業 決算書 Ｐ.258

執 行 率 （参考）当初予算額

85,296千円 225,219千円 139,923千円 37.8 % 26,500千円

決 算 額 最 終 予 算 額 不 用 額 (②－①)
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02

Ⅰ ⑤

① ②

○原材料費

かぶと山キャンプ場テントサイト松脂防止用シート

○施設備品購入

キャンプテント7張（天女の里）

消火器34本（静の里）

食器洗浄機（あしぎぬ温泉）

電子レンジ1台（道の駅てんきてんき丹後）

食器洗浄機（よし野の里）

○浅茂川温泉静の里木質ボイラー導入経費【担当：農林整備課】

建築確認申請手数料

工事請負費

■平成26年度への繰越事業

・静の里木質ボイラー導入等工事 平成26年9月完成予定

・はしうど荘改修等工事 平成26年6月完成

・よし野の里落雷復旧工事 平成26年6月完成

事 業 所 管 課 商工観光部／スポーツ観光･交流課

主
要
な
事
務
・
事
業
及
び
成
果
の
概
要

45,730千円

634千円

45,798千円

68千円

1,803千円

市債 過疎地域自立促進特別事業債（過疎対策債）

359千円

163千円

578千円

173千円

530千円

評
価
・
課
題
等

　指定管理施設において必要な修繕を行い、施設の適切な維持管理に努めた。

1,000千円

35,210千円

主
な
財
源

繰入金 観光ｲﾝﾌﾗ整備等促進実行調整費基金繰入金 19,144千円

市債 温泉施設整備事業債（合併特例債） 42,900千円

市債 石綿対策事業債（一般事業債）

82,625千円

1,700千円

4,275千円

実質的な予算執行率 82.7 %

122,110千円

参　考
繰越明許費を除いた最終予算額 103,109千円

85,296千円 225,219千円 139,923千円 37.8 % 26,500千円

総 合 計 画 基本方針 交流経済都市 計画項目 観光の振興

決 算 額 最 終 予 算 額 不 用 額 (②－①) 執 行 率 （参考）当初予算額

予 算 科 目 07商工費 01商工費 05観光等施設費 03観光等施設指定管理運営事業

細 事 業 名 指定管理施設大規模改修事業 決算書 Ｐ.258
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01

Ⅰ ⑤

① ②

○ 施設管理用消耗品・燃料費 244千円

○ 光熱水費（トイレ等電気料、上下水道使用料ほか） 1,481千円

○ 施設修繕料 299千円

（薬師ヶ丘さくらの森公園内車止め修繕、東山公園防犯灯修繕ほか）

○ 通信運搬費（離湖公園電話料） 31千円

○ 手数料（し尿汲取、ごみ持込処理ほか） 252千円

○ 保険料（建物火災保険・自動車損害保険） 138千円

○ 施設管理委託料（清掃、草刈、水質検査、機械警備ほか） 8,202千円

○ 土地借上料 452千円

（ブナハウス内山用地、網野駅観光車両待避所用地ほか6か所）

○ 工事請負費（小町公園・歌仙水道メータ分岐工事） 73千円

○ 原材料費（かぶと山公園山土支給） 34千円

○ 備品購入費（宇川温泉源予備ポンプ 1台） 882千円

○ 水道加入分担金（歌仙） 105千円

○ 自動車重量税（離湖公園軽トラック） 9千円

事 業 所 管 課 商工観光部／スポーツ観光･交流課

諸収入 丹後温泉電力料 475千円

諸収入 圧雪業務委託金 355千円

評
価
・
課
題
等

○清掃、修繕等の維持管理を適切に行い、利用者に良好で快適な施設環境を提供できた。
○公共施設見直し計画に基づき、施設の移譲を進める必要がある。

久美浜地域 東山公園、城山公園、山内施設、ﾄﾞﾗｺﾞﾝｶﾇｰ艇庫など

平地地蔵公園、ﾌﾞﾅﾊｳｽ内山など

網 野 地 域 子午線塔、静の杜など

丹 後 地 域 経ヶ岬・碇高原水道施設、碇高原畜産展示資料館など

弥 栄 地 域 細川ｶﾞﾗｼｬ夫人の碑周辺、圧雪業務など

大 宮 地 域

目
的

　観光等施設の適切な維持管理により、観光客等の利用促進及び憩いの場としての環境づく
りを推進する。

主
要
な
事
務
・
事
業
及
び
成
果
の
概
要

主
な
財
源

府委 碇高原畜産展示資料館管理委託料（10/10） 1,049千円

繰入金 観光ｲﾝﾌﾗ整備等促進実行調整費基金繰入金 882千円

　観光等施設（41施設）において、清掃や草刈を行うなど適切な維持管理に努め、観光客
や市民の憩いの場、安らぎの場となる環境づくりを推進した。

地 域 名 施　設　名

峰 山 地 域 羽衣茶屋、泉の爽香苑、薬師ヶ丘さくらの森公園など

（参考）当初予算額

細 事 業 名 観光等施設一般経費 決算書 Ｐ.260

決 算 額 最 終 予 算 額 不 用 額 (②－①) 執 行 率

12,202千円 12,245千円 43千円 99.6 % 14,523千円

予 算 科 目 07商工費 01商工費 05観光等施設費 50観光等施設一般経費

総 合 計 画 基本方針 交流経済都市 計画項目 観光の振興
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01

Ⅰ ⑤

① ②

○消耗品費、光熱水費

○修繕料（後ヶ浜園地トイレ等）

○手数料（し尿汲取手数料・給水開閉手数料（浜詰、平、上野））

○自然公園等施設管理委託料（15園地）

○自然公園内ごみ収集委託料（5か所）

○トイレ清掃・水道施設管理委託料・バイオトイレ維持管理委託料

○賃借料（土地借上料）

○原材料費

○自然公園保護協会負担金

細 事 業 名 自然公園管理事業 決算書 Ｐ.258

予 算 科 目 07商工費 01商工費 05観光等施設費 02自然公園管理事業

総 合 計 画 基本方針 交流経済都市 計画項目 観光の振興

99.9 % 11,521千円

決 算 額 最 終 予 算 額 不 用 額 (②－①) 執 行 率 （参考）当初予算額

11,786千円 11,794千円 8千円

目
的

　市内の国立公園及び国定公園区域内にある京都府の公園施設等の適正な維持管理を行い、自
然公園の環境保全及び活用を促進する。

主
要
な
事
務
・
事
業
及
び
成
果
の
概
要

　山陰海岸国立公園、丹後天橋立大江山国定公園にある京都府の公園施設（京都府からの管
理委託業務を地元区等に再委託）について適正な維持管理を行った。

1,957千円

464千円

15千円

17千円

8,770千円

1,459千円

5,715千円

1,500千円

579千円

80千円

事 業 所 管 課 商工観光部／観光振興課

評
価
・
課
題
等

　概ね適切に維持管理が行われ、訪れる観光客に清潔・快適な場を提供することができた。

主
な
財
源

府委 国立公園･国定公園管理委託金
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01

Ⅰ ⑤

① ②

○需用費 消耗品費（トイレットペーパー、土嚢袋等）

光熱水費（電気料金、上下水道料金）

修繕料（ビーチクリーナー修繕、トイレ屋根修繕等）

○役務費 し尿汲取り手数料

ごみ収集手数料

ごみ持込処理手数料ほか

保険料

○委託料 施設維持管理委託料

トイレ清掃委託料（1か所）

浄化槽維持管理委託料（1か所）

海水浴場清掃美化業務委託料

（網野町5か所、丹後町8か所）

海浜施設維持管理委託料

海岸漂着物回収処理委託料（17か所）

○使用料及び賃借料

　　 土地借上料

重機借上料（漂着ゴミ撤去用）

○工事請負費

行者岩トイレ撤去、五色浜給水タンク水路修繕ほか

〇補助金 海浜環境保全活動費補助金（5地区）

1,915千円

1,403千円

511千円

事 業 所 管 課 商工観光部／スポーツ観光･交流課

評
価
・
課
題
等

　施設の維持・修繕を行うとともに、海岸漂着ごみの撤去を行ったことにより、観光客に良好で
快適な環境を提供することができた。

主
な
財
源

302千円

74千円

99.9 % 14,743千円

目
的

　海水浴場等の観光関連施設の維持管理を行い、観光客の利便性及び快適性の向上を図ると
ともに、海岸地域の美化に努める。

主
要
な
事
務
・
事
業
及
び
成
果
の
概
要

2,674千円

164千円

1,728千円

1,680千円

590千円

2,026千円

2,944千円

411千円

1,713千円

14千円

97千円

　海水浴場等に設置された、便所、休憩所等の観光施設の清掃、施設の修繕等の維持管理を
行い、訪れる観光客に清潔・快適な場を提供した。また、大雨等による海岸漂着ゴミ撤去を
行った。

186千円

執 行 率

総 合 計 画 基本方針 交流経済都市 計画項目 観光の振興

（参考）当初予算額決 算 額 最 終 予 算 額 不 用 額 (②－①)

18,432千円 18,445千円 13千円

細 事 業 名 海浜等施設管理事業 決算書 Ｐ.256

予 算 科 目 07商工費 01商工費 05観光等施設費 01海浜等施設管理事業
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03

Ⅰ ⑤

① ②

○台湾高雄国際旅展出展 201千円

（平成25年5月8日～12日　於：台湾高雄市）

・職員出張旅費（4泊5日、1人） 125千円

・通訳手配委託料 40千円

・消耗品費 20千円

・有料道路通行料 8千円

・駐車場使用料 8千円

○第10回浦項国際火と光まつり参加 　  136千円

（平成25年7月24日～28日　於：韓国慶尚北道浦項市）

・職員出張旅費（4泊5日、1人） 127千円

・消耗品費 9千円

○訪日観光事業意見交換会（富裕層家族個人旅行モニターツアー） 　  42千円

（平成26年2月3日）

・会場借上代（意見交換会会場） 30千円

・消耗品費 12千円

事 業 所 管 課 商工観光部／観光振興課

評
価
・
課
題
等

○台湾高雄国際旅展へのブース出展等により、本市の観光PRを図ることができた。
○査証（ビザ）緩和等により大幅な伸びをみせる東南アジア諸国等、新たなエリアからの誘客を
促進する必要がある。
○ツアーの宿泊受け入れ体制の構築等、宿泊施設の課題を整理していく必要がある。

目
的

　季節・曜日を限定しない外国からの旅行客誘致を促進し、二季（夏・冬）、週末だけでな
く年間を通じての観光入込客の増加を目指す。

主
要
な
事
務
・
事
業
及
び
成
果
の
概
要

　平成23年に本市観光協会と友好締結を行った台湾高雄市観光協会との更なる友好関係の
構築を図るとともに、台湾からの観光客誘致を促進するため台湾高雄国際旅展への出展、現
地旅行社への売り込み等、PR活動を行った（旅展来場者12万8千人）。また、舞鶴港にお
ける国際フェリーの定期航路（舞鶴港～大韓民国・浦項迎日港間）の実現に向け、京都府・
舞鶴市とともに浦項市を訪問し、後背地として積極的な観光PRを行った。中国富裕層家族
個人旅行モニターツアーでは、市内の視察と旅行ルート設定に訪れた中国の事業者を含むモ
ニターと意見交換を行い、積極的な受入態勢をPRした。

主
な
財
源

（参考）当初予算額

379千円 384千円 5千円 98.6 % 1,616千円

決 算 額 最 終 予 算 額 不 用 額 (②－①) 執 行 率

総 合 計 画 基本方針 交流経済都市 計画項目 観光の振興

細 事 業 名 ｲﾝﾊﾞｳﾝﾄﾞ推進事業 決算書 Ｐ.250

予 算 科 目 07商工費 01商工費 04観光振興費 02観光宣伝事業

- 17 -



01

Ⅰ ⑤

① ②

○観光業等活性化推進事業補助金 2,000千円

評
価
・
課
題
等

○補助対象となった14大会において延べ5,000人（H24：4,750人）の宿泊があり、交流人
口の拡大、宿泊・土産物購入などによる地域経済への波及効果があった。
○より幅広い団体及び事業への活用を促し、本制度の効果拡大を図る必要がある。

事 業 所 管 課 商工観光部／スポーツ観光･交流課

主
な
財
源

(②－①) 執 行 率

目
的

　民間事業者及び市民団体等が実施する交流人口の拡大に資する事業の開催を支援し、観光
のまちづくりを推進する。

（参考）当初予算額

2,000千円 2,000千円 0千円 100.0 % 2,000千円

決 算 額 最 終 予 算 額 不 用 額

主
要
な
事
務
・
事
業
及
び
成
果
の
概
要

　多様な地域資源を活かし、地域経済への波及効果があり、地域文化の振興につながるな
ど、まちの活性化及び交流人口の拡大に寄与する各種大会を主催する団体に対し、大会関係
者が宿泊した延べ人数に応じて定める額の補助金を交付した。

細 事 業 名 観光業等活性化推進事業補助金 決算書 Ｐ.252

総 合 計 画 基本方針 交流経済都市 計画項目 観光の振興

予 算 科 目 07商工費 01商工費 04観光振興費 04観光のまちづくり推進事業
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01

Ⅰ ⑤

① ②

○ツリーハウス管理運営経費

　・火災保険料

　・ツリーハウス管理委託料

　・ツリーハウス保守点検委託料

　・土地借上料

　・ツリーハウス遊歩道仮設通路補強工事

○ツリーハウス利用状況 （単位：人）

※平成23年度は、4月からの10月までの7か月間の利用人数

評
価
・
課
題
等

○利用者数は減少傾向にあるものの、市民だけでなく、京阪神地域を中心とした市外からの利用
者もあり、心と体と環境に優しい交流場所として蒲井・旭地域を発信することができた。
○設置後、数年が経過していることから、ツリーハウスを引き続き安全に利用していただけるよ
う適正な維持管理を行っていく。

事 業 所 管 課 企画総務部／企画政策課

平成22年度 平成23年度 平成24年度 平成25年度

利用者数

主
な
財
源

目
的

　蒲井・旭地域振興計画に基づき制作したツリーハウスの管理運営を行い、蒲井・旭地域を
心と体と環境に優しい交流の場所として全国に発信していく。

主
要
な
事
務
・
事
業
及
び
成
果
の
概
要

ツリーハウスの適切な利用が図られる施設の管理運営を行った。

503千円

3千円

925 479 548 383

60千円

210千円

6千円

224千円

決 算 額 最 終 予 算 額 不 用 額 (②－①) 執 行 率

予 算 科 目 06農林水産業費 01農業費 03農業振興費 09森の全国交流拠点管理運営事業

細 事 業 名 森の全国交流拠点管理運営事業 決算書 Ｐ.214

総 合 計 画 基本方針 交流経済都市 計画項目 観光の振興

（参考）当初予算額

503千円 544千円 41千円 92.4 % 320千円
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01

Ⅰ ⑤

① ②

○観光宣伝活動等事務事業経費（旅費、有料道路通行料等） 　 508千円

※主なPR活動等実績

・NHK大河ドラマ誘致協議会啓発イベント

・因幡・但馬・丹後観光協議会キャラバン、北近畿観光連盟キャラバン

・舞鶴港大型客船寄港セレモニー

・京都第二環状道路開通イベント

○啓発物品購入  　485千円

・丹後ちりめんティッシュケース（250個） 60千円

・京丹後市「長寿の水」オリジナルボトル（2,000本） 391千円

・その他事務経費 34千円

○広告掲載等経費  　690千円

・FM京都広告（4回） 420千円

・雑誌等広告掲載（道の駅旅案内、GS世代研究会関係雑誌） 257千円

・取材対応に関する各種経費等 13千円

○観光団体負担金  8,532千円

・京都府観光連盟 390千円

・北近畿広域観光連盟 1,214千円

・海の京都観光推進協議会 6,422千円

・NHK大河ドラマ誘致推進協議会 400千円

・因幡・但馬・丹後観光協議会 106千円

予 算 科 目 07商工費 01商工費 04観光振興費 02観光宣伝事業

（参考）当初予算額

細 事 業 名 観光宣伝活動事業 決算書 Ｐ.250

総 合 計 画 基本方針 交流経済都市 計画項目 観光の振興

決 算 額 最 終 予 算 額 不 用 額 (②－①) 執 行 率

10,215千円 10,224千円 9千円 99.9 % 10,221千円

目
的

　各種広報媒体の活用、イベントの開催、広域団体との連携等によるPR活動を実施し、自
然・温泉・歴史文化遺産など豊富な観光資源を活用した観光客誘致の促進を図る。

主
要
な
事
務
・
事
業
及
び
成
果
の
概
要

主
な
財
源

評
価
・
課
題
等

○広域団体と連携したPR活動を行い、観光客誘致の促進を図った。
○京都縦貫自動車道や舞鶴若狭道自動車道の全線開通を見据えた中京圏等へのアプローチ、舞鶴
港への大型客船の寄港に伴うツアー客の誘致等、より効果的なPR活動を推進する必要がある。

事 業 所 管 課 商工観光部／観光振興課
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02

Ⅰ ⑤

① ②

○需用費（観光サイン電気料） 27千円

・歓迎サイン 2基（久美浜町河梨地内、与謝野町上山田地内）

・電光掲示サイン 2基（峰山町新町地内、大宮町谷内地内）

○需用費（観光サイン修繕料） 402千円

・観光サイン修繕 3基（浜公園歓迎塔、小天橋歓迎塔、静御前サイン）

○役務費（電光掲示板通信料） 76千円

・電光掲示版データ通信 2基（峰山町新町地内、大宮町谷内地内）

○委託料 1,483千円

・新設観光サイン設計業務 2基分（誘導1、案内1）

・新設観光サイン設置業務 2基分（誘導1、案内1）

・看板作成業務 1枚（京丹後市観光情報センター）

○使用料及び賃借料（観光サイン設置土地の使用料） 591千円

・42か所（京丹後市内：39か所、与謝野町内：1か所、福知山市内：2か所）

予 算 科 目 07商工費 01商工費 04観光振興費 02観光宣伝事業

（参考）当初予算額

細 事 業 名 観光ｻｲﾝ整備管理事業 決算書 Ｐ.250

総 合 計 画 基本方針 交流経済都市 計画項目 観光の振興

決 算 額 最 終 予 算 額 不 用 額 (②－①) 執 行 率

2,579千円 2,592千円 13千円 99.4 % 2,544千円

目
的

　市のイメージ及び自然景観に配慮し、統一したデザインによる観光サインを整備することに
より、観光客の利便性の向上及び市のイメージアップを図り、観光客の誘致を促進する。

主
要
な
事
務
・
事
業
及
び
成
果
の
概
要

　既存観光サイン（案内看板等）の適切な維持管理を行うとともに、第2次観光サイン整備
計画に基づき観光サイン整備を実施した。

主
な
財
源

繰入金 観光ｲﾝﾌﾗ整備等促進実行調整費基金繰入金 1,483千円

事 業 所 管 課 商工観光部／観光振興課

評
価
・
課
題
等

　観光サインの適切な維持管理及び第2次観光サイン整備計画に基づく観光サインの整備を進
め、観光客の利便性のより一層の向上と観光地のPRを図った。
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07

Ⅰ ⑤

① ②

○誘致活動等経費（旅費、有料道路通行料等） 　　76千円

主なPR活動実績

・映画制作会社並びにテレビ局訪問（3社）

・京都映画市PRブース出展

・撮影支援関係団体等訪問（3社）

・ロケスポット京都・コンテンツツーリズム情報交換会参加

○ジャパン・フィルムコミッション認定研修経費 　　46千円

・日時：平成25年7月11日～12日

・場所：東京都（東京セミナー学院、東映撮影所）

○ジャパン・フィルムコミッション負担金 　110千円

・加入団体：99団体（平成26年2月28日現在）

○パンフレット印刷製本費 　930千円

・ダイジェスト版（10,000部）

・ロケーションPR冊子（1,000部）

※「京丹後フィルムコミッション」の概要

設立：平成25年11月1日

構成団体：京丹後市観光協会、京丹後市商工会、㈱テンキテンキ村、京丹後市

予 算 科 目 07商工費 01商工費 04観光振興費 04観光のまちづくり推進事業

（参考）当初予算額

細 事 業 名 ﾌｨﾙﾑｺﾐｯｼｮﾝ推進事業 決算書 Ｐ.252

総 合 計 画 基本方針 交流経済都市 計画項目 観光の振興

決 算 額 最 終 予 算 額 不 用 額 (②－①) 執 行 率

1,162千円 1,181千円 19千円 98.3 % 1,531千円

目
的

　映画、CM等の映像化による本市の全国的な知名度向上やイメージアップ並びに観光客等
の交流人口の増加、撮影隊滞在による経済効果を図る。

主
要
な
事
務
・
事
業
及
び
成
果
の
概
要

　京丹後市商工会、京丹後市観光協会等と「京丹後フィルムコミッション」を設立し、ジャ
パン・フィルムコミッションへの加盟や制作会社等への訪問、イベントでのPR、さらには
専用ホームページやFacebook等を活用し市内外への情報発信を行った。

主
な
財
源

事 業 所 管 課 商工観光部／観光振興課

評
価
・
課
題
等

○ジャパン・フィルムコミッションへの加入よるネットワーク構築や映画制作会社やテレビ局等
への訪問活動により、企業CMやテレビドラマ等の撮影を誘致することができた。
○撮影に関する問合せが多い京阪神の制作会社を中心に、効果的な誘致活動や受入態勢の整備を
考える必要がある。
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01

Ⅰ ⑤

① ②

○需用費 68千円

・消耗品費（事務用品） 18千円

・印刷製本費 50千円

○委託料 3,137千円

・「京たんごスポーツ」制作委託料

平成25年10月10日創刊

タブロイド版、4色カラー刷

23,000部×7頁平均×4回（隔月発行）

市内小・中・高等学校、KTR主要駅、観光事業所等に配架

○使用料及び賃借料 5千円

・掲載写真に係る著作物使用料

予 算 科 目 07商工費 01商工費 04観光振興費 10ｽﾎﾟｰﾂのまちづくり推進事業

（参考）当初予算額

細 事 業 名 ｽﾎﾟｰﾂのまちづくり情報発信事業 決算書 Ｐ.256

総 合 計 画 基本方針 交流経済都市 計画項目 観光の振興

決 算 額 最 終 予 算 額 不 用 額 (②－①) 執 行 率

3,210千円 3,218千円 8千円 99.7 % 0千円

目
的

　スポーツ広報紙「京たんごスポーツ」を発行し、スポーツを活用した様々な分野における
健康で活力のある総合的なまちづくりを進める。

主
要
な
事
務
・
事
業
及
び
成
果
の
概
要

主
な
財
源

府補 未来づくり交付金（ｽﾎﾟｰﾂ観光･交流のまちづくり情報誌発行事業） 1,300千円

　健康の保持増進のみならず地域、世代を超えたコミュニティ活動が促進されるなどスポー
ツの持つ多面的な役割に着目し、スポーツの分野で頑張っている子どもたちをはじめ市民、
本市出身者といった「人」に焦点を当てたスポーツ広報紙「京たんごスポーツ」を隔月で発
行。スポーツへの市民の理解と関心を喚起し、スポーツに親しむ気運の醸成、子どもスポー
ツや生涯スポーツの推進・充実、指導者やジュニア選手の育成等につなげるとともに、市内
観光情報を紹介し、スポーツと観光を活かした交流人口の拡大によるまちづくりを推進し
た。

事 業 所 管 課 商工観光部／スポーツ観光･交流課

評
価
・
課
題
等

○スポーツ分野における子どもからお年寄りまで幅広い世代の活躍ぶりを取り上げることで、広
く市民の自信や励みになるとともに、スポーツに親しむ意識の醸成に寄与できた。
○スポーツ教室やスポーツ施設情報等の提供により、子どもスポーツや生涯スポーツの推進・充
実が図られた。
○市外向けの大会情報、観光情報を織り交ぜて発信するなど、さらなる観光・交流人口の増につ
ながる紙面づくりをする一方で、掲載内容を精査し、経費の削減を図る必要がある。
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01

Ⅰ ⑤

① ②

○ 報償費 462千円

報償金（競技役員協力謝金） 169 千円

報償物品（参加賞品等） 293 千円

○ 需用費 24千円

消耗品費（豚汁容器代他） 22 千円

燃料費（プロパンガス代） 2 千円

○ 使用料及び賃借料 40千円

スタート地点・各中継所（土地家屋借上料）

　※ 過去の大会の実績 （単位：チーム、人）

H25

63

621

H23

58

561

H24

56

533

細 事 業 名 丹後半島駅伝大会開催事業 決算書 Ｐ.96

　本大会は、京都府市町村職員厚生会に加入する京都府内市町村等職員による駅伝大会。丹
後町域6区間（18.5km）のコースに63チームが参加した。本大会により選手・役員等、
621人が京丹後市内に宿泊した。（平成25年12月1日開催）

総 合 計 画 基本方針 交流経済都市 計画項目 観光の振興

（参考）当初予算額

526千円 545千円 19千円 96.5 % 545千円

決 算 額 最 終 予 算 額 不 用 額 (②－①) 執 行 率

予 算 科 目 02総務費 01総務管理費 10地域振興費 03丹後半島駅伝大会開催事業

目
的

　京都府内市町村職員の健康増進、元気回復と相互の連携を培うとともに、府民スポーツの
発展と地域振興に寄与することを目的に実施する。

主
要
な
事
務
・
事
業
及
び
成
果
の
概
要

主
な
財
源

諸収入 丹後半島駅伝大会協力金 396千円

H21

53

517

H22

54

559

H20

53

535

参加チーム

宿泊者数

評
価
・
課
題
等

○本大会の開催に伴い、選手・役員他の宿泊等によって地域経済への波及効果と地域活性化に寄
与できた。
○近年伸び悩んでいた参加人数が増加に転じた反面、宿泊業者数が廃業等により減少し、宿舎の
確保が困難である。
○実施主体である京都府市町村職員厚生会をはじめ、行政、市民、観光業者が一体となって、協
働により事業を進める必要がある。

事 業 所 管 課 市民部／丹後市民局
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06

Ⅰ ⑤

① ②

○合宿・教育旅行誘致活動（学校・企業訪問等） 15千円

・職員旅費 10千円

・高速道路、駐車場使用料 5千円

※訪問実績

12大学、3団体（大学コンソーシアム京都、関西学生陸上連盟等）

※修学旅行等受入実績

中学校（横浜市）2泊3日、荒川区社会教育関係団体（1泊2日）

○パンフレット増刷業務 　681千円

・印刷数：10,000部

・変更内容：社会体育施設や市内観光情報等の情報更新

予 算 科 目 07商工費 01商工費 04観光振興費 04観光のまちづくり推進事業

（参考）当初予算額

細 事 業 名 教育旅行等誘致促進事業 決算書 Ｐ.252

総 合 計 画 基本方針 交流経済都市 計画項目 観光の振興

決 算 額 最 終 予 算 額 不 用 額 (②－①) 執 行 率

696千円 749千円 53千円 92.9 % 785千円

目
的

　市内体育施設等を活用した学生合宿及び体験学習等の教育旅行を誘致し、交流人口及び宿
泊客数の増加を図る。

主
要
な
事
務
・
事
業
及
び
成
果
の
概
要

　京阪神地域の大学からのスポーツ合宿の誘致をはじめ、教育旅行の誘致を行うために学校
や学生団体等を訪問し、PR活動を実施した。さらに、誘致活動を効率的かつ効果的に実施
するために作成したパンフレット「合宿navi」の増刷を行った。

主
な
財
源

事 業 所 管 課 商工観光部／観光振興課

評
価
・
課
題
等

○大学はもちろん、本市で開催されるスポーツイベントに関連する学生団体等への訪問活動を行
うことで、効果的な誘致活動ができ合宿誘致促進につながった。
○修学旅行の誘致について、これまでの受入実績を踏まえ教材になりえる観光資源を整理し、旅
行会社や学校等へPRをする必要がある。
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○ 2013京丹後市ドラゴンカヌー選手権大会 千円

開催日：平成25年8月4日（日）

・ドラゴンカヌー大会補助金

　・参加クルー100チーム（H24：90チーム）　来場者2,900人

○ JAF全日本ラリー選手権第6戦 丹後半島ラリー2013 千円

開催日：平成25年8月23日（金）～25日（日）

・会場設営経費 千円

・広報費（チラシ印刷・新聞折込） 千円

・その他経費（シャトルバス燃料代、水道使用料等） 千円

　・全日本選手権40チーム、近畿地区戦32チーム　関係者560人

○ 2013歴史街道丹後100㎞ウルトラマラソン 千円

開催日：平成25年9月15日（日）

・丹後100㎞ウルトラマラソン補助金 千円

・参加者送迎用バス運転委託料 千円

・修繕費（大会使用公用車修繕） 千円

・参加者数3,307人(H24：2,720人)、宿泊人数5,613人(H24：5,058人)

○ 丹後大学駅伝（第75回関西学生対校駅伝競走大会） 千円

開催日：平成25年11月24日（日）

・丹後大学駅伝後援会負担金 千円

・有料道路通行料、公用車燃料費 千円

　・20チーム245人、審判・関係者620人

事 業 所 管 課 商工観光部／スポーツ観光･交流課

評
価
・
課
題
等

○例年を上回る参加があり、交流人口の増大と京丹後市の魅力を全国に発信することができた。
○丹後大学駅伝については9年ぶりに丹後で開催され、沿道での多くの声援もあり賑わう大会と
なった。また、関西学生連盟と合宿誘致向けた連携を図ることができた。
○スポーツイベントの開催支援により、経済効果とともに地域の活性化につながった。

主
な
財
源

府補 未来づくり交付金（丹後大学駅伝後援会負担金）

5,567

400千円

府補 未来づくり交付金（丹後ｳﾙﾄﾗﾏﾗｿﾝ補助金） 2,000千円

9,324千円 9,364千円 40千円 99.5 % 8,877千円

目
的

　本市で様々なスポーツイベントを開催することにより交流人口の増加を図るとともに、大
会を通じて全国へ本市の魅力をPRする。

主
要
な
事
務
・
事
業
及
び
成
果
の
概
要

1,800

1,019

863

148

8

4,600

379

588

938

900

38

執 行 率

総 合 計 画 基本方針 交流経済都市 計画項目 観光の振興

（参考）当初予算額決 算 額 最 終 予 算 額 不 用 額 (②－①)

細 事 業 名 ｽﾎﾟｰﾂｲﾍﾞﾝﾄ推進事業 決算書 Ｐ.252

予 算 科 目 07商工費 01商工費 04観光振興費 04観光のまちづくり推進事業
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　地域活性化及び観光振興を目的に開催されたイベントに対し補助金を交付した。

○いかり高原まつり 746千円

総事業費：870千円、開催日：7月7日、悪天候によりマラソン大会のみ実施

○やさか納涼祭 2,500千円

総事業費：4,300千円、開催日：7月20日、来場者：約6,800人

○間人みなと祭 720千円

総事業費：3,448千円、開催日：7月25日、来場者：約12,000人

○水無月祭花火大会 70千円

総事業費：2,993千円、開催日：7月30日、来場者：約12,000人

○フェスタ「飛天」in京丹後 3,600千円

総事業費：6,383千円、開催日：8月4日、来場者：約10,000人

○宇川観光祭 420千円

中浜港祭り　総事業費：467千円、開催日：7月26日、来場者：約500人

宇川アユ祭り　総事業費：363千円、開催日：8月15日、来場者：約300人

穴文殊祭典　総事業費：650千円、開催日：8月24日、来場者：約500人

事 業 所 管 課 商工観光部／スポーツ観光･交流課

評
価
・
課
題
等

○各事業を支援することで、地域活性化及び観光振興の促進が図られた。
○個々の補助額等については、見直しを図る必要がある。

目
的

　地域活性化及び観光振興に寄与するイベントについて支援を行い、観光客の誘致を促進す
る。

主
要
な
事
務
・
事
業
及
び
成
果
の
概
要

主
な
財
源

（参考）当初予算額

8,056千円 8,056千円 0千円 100.0 % 8,680千円

決 算 額 最 終 予 算 額 不 用 額 (②－①) 執 行 率

総 合 計 画 基本方針 交流経済都市 計画項目 観光の振興

細 事 業 名 地域活性化支援事業 決算書 Ｐ.254

予 算 科 目 07商工費 01商工費 04観光振興費 07地域活性化支援事業
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事 業 所 管 課 商工観光部／スポーツ観光･交流課

主
な
財
源

諸収入 水質検査料一部負担金 86千円

諸収入

　観光関連32施設（16グループ）の管理運営を指定管理者へ委託することで経費を節減す
ると共に、適切な維持管理と施設の利用促進を図った。

評
価
・
課
題
等

○指定管理者による適切な管理運営により、施設利用者に良好で快適な施設環境を提供すること
ができた。
○入込客が前年度比3.8%増加した。
○公共施設見直し計画に基づき、施設の移譲を進める必要がある。

弥栄あしぎぬ温泉電気料代等負担金 12,318千円

93,904千円 93,912千円 8千円 99.9 % 93,556千円

決 算 額 最 終 予 算 額 不 用 額

目
的

　指定管理者へ管理運営を委託し、民間事業者のノウハウを活用した適切な施設運営と維持
管理を行う。

主
要
な
事
務
・
事
業
及
び
成
果
の
概
要

計画項目 観光の振興

細 事 業 名 指定管理施設運営事業 決算書 Ｐ.258

(②－①) 執 行 率

予 算 科 目 07商工費 01商工費 05観光等施設費 03観光等施設指定管理運営事業

総 合 計 画 基本方針 交流経済都市

（参考）当初予算額
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